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第1764回例会
令和５年６月29日（18：30～19：30）

○ソング
　◦四つのテスト
○スマイルBOX
　◦高畠裕会長（いよいよ最終例会となりました。お世話になった会員の皆様に心より感謝申し上げます。そして車田幹事、一生かけてお礼を

してまいります。）
　◦車田裕介幹事（本日は会長幹事慰労会にお集まりいただきありがとうございました。設営の親睦活動委員会の皆様お疲れ様でした。皆様の

御協力のもと何とか一年間務めることができました。高畠会長、一年間本当にお世話になりました。すべての皆様に感謝申し上げます。あ
りがとうございました。）

　◦藤田龍文会員（高畠会長、車田幹事、一年間お世話になりました。ありがとうございました。）
　◦吉野敬之会員（高畠会長、車田幹事、一年間大変お疲れ様でした。二年前会長幹事職をお願いした私としては、素晴らしいクラブ運営をし

ていただき嬉しく思っております。）
　◦吉田充会員（高畠会長、車田幹事、一年間大お疲れ様でした。野球愛好会より会員の皆様のご支援に感謝申し上げます。久しぶりに勝利す

ることができました。ありがとうございました。）
　◦山口治会員（高畠会長、車田幹事、一年間大変お疲れ様でした。来週からはゆっくりしてくださいと言いたい所ですが、高畠会長は即選挙

で大変だと思いますが、無事当選を願っています。）
　◦矢田部錦四郎会員（高畠会長、車田幹事、一年間ご苦労様でした。楽しく、充実した一年間を過ごすことができました。）
　◦片倉義文会員（高畠会長、車田幹事、一年間お世話になりました。ありがとうございました。）
　◦池田浩章会員（高畠会長、車田幹事、1年間お疲れ様でした。甲子園大会10対3の勝利おめでとうございました。吉田監督最近絶好調ですね。

7月は選挙月間ですね。市議選、村議選に立候補の民様、必勝を祈して頑張れ。）
　◦佐藤幸彦会員（高畠会長・車田幹事、一年間大変お疲れ様でした。野球愛好会の皆様、おめでとうございました。）
　◦永野文雄会員（高畠会長・車田幹事、一年間お疲れ様でした。

ゆっくりしてください。野球愛好会の甲子園勝利おめでとうござい
ました。）

　◦金田昇会員（高畠車田丸の無事の帰港おめでとうございます。と
ても充実した一年でした。お世話になりました。）

　◦関谷亮一会員（高畠会長、車田幹事、一年間ご苦労様でした。会
長、天下分け目の決戦があるにも関わらずご苦労様でした。）

　◦佐川京子会員（高畠会長、車田幹事、一年間ありがとうございま
した。金田パスト会長、ガバナー候補お引き受けくださりありがと
うございます！わくわくいたしております。よろしくお願いいたし
ます。）

　◦鶴丸彰紀会員（高畠会長・車田幹事、一年間ありがとうございま
した。また各理事会の皆様、各委員会等の皆様のおかげで今年も楽
しい一年間でした。）

　◦寺島由和会員（高畠会長、車田幹事、大変お疲れ様でございまし
た。楽しい一年間でした。引き続きよろしくお願いいたします。）

　◦大住由香里会員（会長、幹事、一年間大変お世話になりました。
無事終える事ができたのも会長、幹事のおかげです。ありがとうご
ざいました。）

　◦根本あゆみ会員（高畠会長、車田幹事、一年間お疲れ様でした！
慰労会欠席の為スマイルします。）

　◦中目公英会員、仁平喜代治会員、安部和夫会員、宮本多加夫会員、
鳴島三夫会員、村上堅二会員、堀田一彦会員、大竹憂子会員、佐藤
礼子、（高畠会長、車田幹事、一年間お疲れ様でした。）

　◦運天直人会員（高畠会長、車田幹事、一年間本当にお疲れ様でし
た。私もスマイル委員会を仰せつかり、本当に学ばせていただいた
一年でした。感謝申し上げます。）

A  出席免除を受けていない正会員数 ５２名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６６名

C  Ⓐの出席者数 ３１名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １１名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４２名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６３
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６６．６％

第1764回例会出席状況� （R５年６月29日)

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300
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■会長の時間� 高畠裕会長
　皆さん、こんばんは。いよいよ、今
年度最後の例会となりました。会員の
皆さんには一年間大変お世話になりま
した。私と車田幹事、本当に支えてい
ただいて感謝しております。今日、こ
のような形で会長・幹事慰労会という
ことで、会員の方も多めに参加してい

ただいたことを、心から感謝申し上げます。そして、
一人一人の皆さんのおかげをもちまして、一年間無事
何事もなく幸彦年度のほうに引き継いで行ける形とな
りました。この後の懇親会で何事もなければの話です
けど。ということで、お酒を飲む席で失言のないよう、
特に私と阿部さんと佐川さんは特に気を付けたいと思
いますので、よろしくお願いしたいと思います。そん
な中で、先日野球愛好会が甲子園大会のほうに出場さ
れまして、無事吉田監督に大勝という大きな一勝をプ
レゼントできたことを大変嬉しく思っております。そ
の際ですね、激励金をお渡しいただいた会員の皆様、
そして応援に行ってくれたあゆみさん、そして由香里
さん、ありがとうございました。選手の皆さん、大変
お疲れだと思いますが、戦い終わって美味しいお酒、
今日飲んでいただければなというふうに思っておりま
す。野球愛好会のほうもグループでメッセンジャーで
やり取りしてるんですが、とにかく野球の写真もある
んですが、飲んでる席の写真が結構多くて、何をしに
行ったのかよくわかんないですが、皆さんいろんな意
味で大活躍されたということでございました。会長の
時間ということなんですが、そこに先立ちましてまず
皆さんに、ちょっとした総会的なお話をしていきたい
なというふうに思っております。実は今月の理事会の
中で、金田パスト会長を県南分区のガバナー候補とし
て会のほうから推薦をしたいということで、理事会の
ほうで承認をいただきました。それに伴って、やはり
ガバナーを出すということは県のトップでありますか
ら、大変貴重な事柄だと私は認識しております。それ
に伴って、時間もないことから今日これだけの方が参
加されている場で総会という形を取らせていただきま
して、金田パスト会長を県南分区の候補として、我が
クラブから輩出するガバナー候補の一人として皆さん
のご承認をいただきたいなということで、この時間を
ちょっといただきたいなというふうに考えております。
当然ガバナーが輩出されますと、我々の中からも30人
くらいの方々が当然ご協力いただくような形にはなっ
てくると思います。それだけの人数で、それだけの力
があるクラブということで、是非理事会では輩出しま
しょうということで一致したものですから、あとは会
員の皆さんにこの場を借りてご承認をいただきたいと
思いますので。これから、金田パスト会長を西クラブ
から県のガバナーとして、2530地区のガバナーとして
輩出することに、皆さんご承認をいただける方、拍手
を持ってご承認いただければなというふうに思ってお
ります。
　はい、ありがとうございます。ということで、金田
ガバナー候補、是非ガバナーというポジションを目
指していただいて、我々全面協力させていただきた

いと思いますので、どうぞよろしくお願いしたいと思
います。クラブの皆さん、ご承認いただきましてあり
がとうございました。そして、わたくし個人的な話に
なります。先週まで回顧という形でお話をさせていた
だきました。唯一、回顧の中で話をしてなかったのが
幹事に関しての回顧でございます。車田君には、幹事
としてお願いしてたんですが頑なに断られました。そ
れでもですね、しつこくしつこく飲み屋さんまで追っ
かけてってお願いをしたところ、半分切れながら、じ
ゃあいいです、わかりました、やりますよ、みたいな
感じでやってはいただいたんですが、噂どおり車田君
という男が受けたらゼロか100しかない男で、もう本
当に120くらい、一年間私のために尽くしていただき
ました。それは私のため尽くしたということは、会の
ために尽くしてくれたということで、本当に縁の下の
力持ちとして支えてくれた車田幹事に心から感謝申し
上げたいと思います。そして、事あるごとに車を出し
ていただき、飲みたいのも我慢して運転をしていただ
き、仕事が忙しい中、私たちのために研修なりセミナ
ーなりを受けていただいて、そして車を出していただ
いた。そんな段取りまですべてやってくれた車田幹事
に私は一生ついていきたいなというふうに思っており
ます。そしてそれを許してくれた今日来てる奥様、本
当にありがとうございました。大変ご迷惑をおかけし
たと思いますが、私の嫁も一生車田さんの奥様につい
ていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いし
たいと思います。本当に車田幹事にはお礼を言っても
足りないくらいなんですが、彼も、その物や金で動い
てくれてる方ではないので、私も一生誠心誠意、彼の
ために尽くしていきたいなというふうに思っておりま
す。これがロータリーの友情というところなのかなと
いうふうに思っております。また、こういう機会を与
えてくれた吉野パスト会長、本当にありがとうござい
ました。上のほうから順番にあたって来ていただいた
ものの、誠心誠意私に受けてくれないかということで、
心温まる言葉をいただいて、私もわかりましたと二つ
返事でさせていただいて、この一年間ある意味大変だ
った時もありますが楽しめた一年間、そんな機会を与
えてくれた吉野パスト会長にも感謝申し上げたいと思
います。一生ついていきたいと思います。よろしくお
願いします。ということで、会員の皆さん一人一人に
ついて話したらきりはないんですが、本当に今日こう
いうところまで来たなあと、ようやく最後の最後まで
来たんだなというふうに感じております。ちょっとや
っぱり寂しい気持ちあります。毎週、こうやって喋る
のは苦痛だった時もありますが、今となってはなんか
もう本当にちょっとなくなってしまうのも残念だなと
いうふうに思っております。また今日、鈴木孝幸直前
会長が欠席ということで、この後、吉野パスト会長か
ら乾杯のご挨拶はいただくようになると思いますが、
その辺も含めて是非よろしくお願いしたいと思います。
クラブの活動としては一年ですが、その前の研修やら
何やらを入れますと約一年半の期間が会長の時間とい
うふうな感じで認識しておりました。本当に知らない
ことだらけ。そして、駄目な会長ではあったんですが、
皆さんにとって居心地の良い場を作れたのかなという
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ふうに私自身は思っております。これも車田幹事のお
かげだと感じておりますが。会員の皆さんに心から感
謝を申し上げ、このあと懇親の場で皆様に一言づつお
礼をさせていただきながら、お酒を注がせていただき
たいと思います。本当に本当に一年間ありがとうござ
いました。お世話になりました。

■幹事報告� 車田裕介幹事
◦地区事務所：クラブ研修リーダー研修セミナー出席

者名簿確認のお願い
◦ガバナーエレクト　右近八郎：2023－24年度クラブ

活性化ワークショップ開催のご案内
◦ガバナーエレクト事務所：年次計画書/年次報告書

のご送付について
◦ガバナーエレクト事務所：年次計画書/年次報告書

のご送付について（再）

■委員会報告
◦野球愛好会� 吉田充監督

　こんばんは。先程、高畠会長のほう
からご報告ありましたとおり野球愛好
会、甲子園に行って、大きな一勝を挙
げて帰ってきました。これもひとえに
会員の皆様からのご協力とご声援があ
ったからというふうに思っておりま

す。私が監督を引き受けてから3年経つんですが、公
式戦が一勝もできてなかったということで。前回、二
本松ロータリーさんと壮行試合をやっていただいた時
に勝たせてもらった一勝と、今回甲子園に行って一
勝してきた公式戦での一勝。私にとっても大変重い
一勝でございます。これから、監督業順調にいけば3
試合、公式戦やるんですが。すべて勝つことは難しい
かもしれませんが、まず甲子園で一勝できたこと、皆
さんにご報告したいと思います。それと今回、高畠会
長、車田幹事が出席できず、それから島田君と野球経
験者が3～4人いるんですが出席できない野球経験者が
少ない中、しかも、下位打線をまかせた諸橋君とか藤
田龍文君とか、すごく活躍してくれて、対戦相手は大
分中央さんなんですが、10対3という大差で勝たせて
いただきました。本当に皆さんのお力添えをいただい
て、我々楽しく一勝してくることができましたので、
この場を借りてご報告をさせていただきます。本当に
ありがとうございます。それと、皆さんのテーブルの
ほうにささやかではございますが、甲子園のお土産が
ございますので、皆さんで食べて、あと野球に対して
またご協力いただくかと思いますが、次回はちょっと
いいお土産を買ってくるようにします。よろしくお願
いします。ありがとうございました。

◦会長挨拶� 高畠裕会長
　改めまして、こんばんは。今日はこ
のような会を開いていただたことを、
本当にありがたいなというふうに思っ
ております。今日は二人とも妻を同伴
しまして、嫌がる二人を無理くり連れ
て会場のほうにやってまいりました。

帰ってから二人ともちょっと怖いね。ということで、
まあ高い代償となりますが、これも皆さんにとって幸
せだったということを示す一年間の締めくくりにふさ
わしい形なのかなというふうに感じております。中に
は、羨ましがってる方もいらっしゃるんじゃないかな
と思いながらも、こういった形で最後を迎えられたと
いうこと、本当にありがたいなと思っております。こ
れだけのメンバーが揃って、まだまだコロナ禍ではあ
りますが、これだけのメンバーでこういった慰労会を
執り行うということは、非常にありがたい。そして、
年度初めの納涼会がやはりこのぐらいのメンバーで、
瀬谷さんのビルの屋上でビヤガーデンがあった所でと
いうことで、最初と最後はこれだけの方に囲まれて始
まり、そして終わるということが非常にありがたいな
というふうに思っております。こういった勢いが次年
度の佐藤幸彦会長、そして村上堅二幹事のほうに、思
いが届けばな、そして続けばなというふうに思ってお

本日のプログラム
会長・幹事慰労会

ります。一年間、会長をさせていただいて、私もいろ
いろ勉強することもありました。そして、入ってるこ
との意味というか、人づくりに関して、本当に参考に
なった部分沢山あります。自分の人生にこれから生か
せていければなと思っております。やはり、奉仕をす
るということも最終的に自分に帰ってくること。そし
て、自分から最初にすることも大切な事なんだなと。
特に私は今年度、子供たちのために奉仕をさせていた
だいたなというふうに思っております。本当にこれも
一人じゃできませんが、これだけの皆さんと一緒にや
れば素晴らしいことが事業としてできるんだなという
ことも改めて感じたところであります。本当にこれだ
けの素晴らしいそうそうたる白河を支えるメンバーの
企業の方々に囲まれて一年間させていただいたこと
を、本当に光栄に思っております。そういった事も含
めて、いろんなことを思いながら今日この場を楽しん
でいきたいなと思っております。本日の懇親会、是非
ごゆっくり楽しんでいただければと思います。我々も
お酒を注ぎにまいりますので、どうぞ労いの言葉、あ
るいは叱咤激励をいただければなと思っておりますの
で、どうぞ今後ともよろしくお願いします。本日はど
うぞ楽しんでいきましょう。よろしくお願いします。
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◦幹事挨拶� 車田裕介幹事
　今年一年間、幹事として自分でどれ
だけできるのかということを考えなが
ら務めさせていただいたつもりではお
ります。最初、わたくし事ですけども
仕事の都合でどうしても7月中は昼間来
れないということで、村上次年度幹事

にもお手伝いいただいて、本当ありがとうございまし
た。そういった事もありまして、決してやりたくない
ということじゃなくて、ご迷惑をかけるのが嫌だとい
うことで一度お断りしたんですけれども、何とか皆様
にフォローしていただいて一年間楽しく務めることが
できました。私の中でやっぱり一番思い出に残ってい
るのが、皆様といろんな所に行けたことが楽しかった
なという思い出がありまして。米沢さんと一緒にゴル
フに行ったりだとか、そういった事ってやっぱりなか
なかできない経験でしたし、それも非常に楽しかった
です。バスの準備はしたものの、バスがどこに着くか
わからないと電話が来たりとか。それは私の手配ミス
なんですけど。新白河駅で待っててくださいと言った
ら、第一ホテルのほうに来てたりだとか。そういった
事もあったのかなかったのか、ちょっとあまり覚えて
ないですけど。そういった不手際があった中、皆様本
当にこんな若輩者で何にもわからないような人が幹事
で不安だったと思うんですけど、その中でも皆様のご
協力と温かいご声援とご理解があったので、何とか沢
山ご迷惑かけて申し訳なかったと思っておりますけれ
ども、一年間過ごすことができました。何より高畠会
長にはいろいろご迷惑もかけたと思いますし、皆様に
も多大なるご迷惑をおかけしましたけれども、この一
年間非常に良い経験になったと思いますし、これを今
後の生活にも生かしていければなと思っておりますの
で、今後とも何卒よろしくお願いいたします。

◦新旧会長幹事バッチ交換

◦乾杯� 吉野敬之パスト会長
　今日は、鈴木孝幸パスト会長が本来
乾杯の任にあたるはずなんですけれど
も、ちょっと所用でということで私に
ご指名が回ってまいりました。二年前
に高畠会長にお願いした私がここで乾
杯をさせていただくというのも、やは

り深いご縁かなというふうに思っております。先週の
例会でお話ありましたとおり、10月の時点では、次期
会長の候補は決まっておりまして。それが、その方の

ご都合によりまして10月なかばくらいに退会するとい
うお話になりまして。それから急遽、後任の会長を指
名しなければいけないと。12月の頭に年次総会で承認
していただくために人選を非常に急いでたわけですけ
ども。高畠会長におかれましては、二つ返事で受けて
いただいたようなお話があるので、多分記憶は私、若
干食い違いはあるんですがそうなったんでしょう。た
だ、私は随分「赤門」でいろんな食べ物食べて2～3キ
ロは太ったかなというふうな記憶はありますけど、大
変美味しくいただかせていただきました。更には、幹
事をどうしようというお話ご相談いただいて、車田君
に是非やっていただきたいということで、一緒に私も
車田君のほうにお願いをしに行ったわけですけれど
も 。 人 が 絶 望 す る
と、きっとこういう
顔をするんだなとい
う顔を飲み屋さんで
見せていただいて、
後にその時はわかり
ま し た と い う ふ う
な、やりますよとい
うようなお返事いただいたんですけど。後に、車田君
が語ったところによりますと、多分この人には何を言
っても「うん」と言わないと話は終わらないんだな
と。絶望しましたと。やっぱり、あれは絶望の顔だっ
たというふうに思いました。でも、この二人が運営し
たこの一年間、非常に内容の濃い、しかも非常に出席
率のいい。結局、出席率がいいというのは、やはりみ
んな楽しくて出てきたんだなというふうに、裏返し返
事でございますので、お二人が非常に一年間頑張られ
てこられたんだなというのを実感させていただいて、
あの絶望の顔も、2～3キロ太った「赤門」の料理も、
決して無駄じゃなかったんだなと、非常に今喜んでる
次第でございます。陰ながらすごい心配しておりまし
たので、多分今年私が入院したのはそのせいじゃない
かなと思うんですけれども。それも無事乗り越えたの
で、本当に一年間お疲れ様でございました。それで
は、お二人の一年間のご労苦に対して心から労いの思
いを込めて、更には本会の更なる発展、そして、若干
今週末から絶対に負けられない戦いをしなければいけ
ない方達もいらっしゃいますので、その方達に対して
のエールも込めて乾杯をしたいと思います。皆様、声
高らかにご唱和お願いいたします。乾杯。

ホームページＵＲＬ　https://shirakawa-west-rc.jp
メールアドレス　　　yoshida@shirakawa-cci.or.jp
facebook　　　　　https://www.facebook.com/ShirakawaWestRotaryClub/


